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１．社会シナリオ研究について
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低炭素社会実現のための社会シナリオ研究事業

文部科学省低炭素社会づくり研究開発戦略（抜粋）

• 「2050年までに現状から60～80％の削減」（以下
「長期目標」という）という低炭素社会の実現を目
指すためには、単独技術による温室効果ガス排
出量の削減では達成不可能であり、複数の技術
の組合せとともに、低炭素社会に適合した生活
様式や産業構造の転換により、はじめて実現可
能になる。

• 環境とエネルギー資源の制約の下で持続可能
な発展を目的として、社会・産業構造改革や技
術革新等を統合した戦略的社会シナリオ研究を
行う。

研究開発戦略
戦略１：戦略的社会シナリオ研究の実施
＜目標＞

持続的な社会発展を実現しつつ、長期目標を
確実に達成するため、産業構造、社会構造、生
活様式、技術体系等の相互連関や相乗効果の
検討等を行い、低炭素社会実現に向けた社会シ
ステムの改革や研究開発の方向性を提示する。

＜具体的施策＞
○低炭素社会実現のための社会シナリオ研究

科学技術振興機構の取組

• 平成21年12月に低炭素社会戦略センターを設置
• 平成22年4月より「低炭素社会実現のための社会
シナリオ研究」開始

中期目標（平成24年4月1日）
低炭素社会実現のための調査・分析及び社会
シナリオ・戦略の提案
文部科学省が策定する研究開発戦略に基づ

き、新規有望技術に着目し、産業構造、社会構
造、生活様式、技術体系等の相互連関や相乗
効果の検討等を行うことにより、科学技術に立
脚した社会システム改革や研究開発の方向性
等を提示するための研究を推進し、持続的発
展を伴う低炭素社会実現に資する質の高い提
案を行う。

中期計画（平成24年4月1日）
機構は、我が国の経済・社会の持続的発展を

伴う、科学技術を基盤とした明るく豊かな低炭
素社会の実現に貢献するため、望ましい社会
の姿を描き、その実現に至る道筋を示す社会シ
ナリオ研究を推進し、低炭素社会実現のための
社会シナリオ・戦略の提案を行う。

2

[平成21年8月11日文部科学大臣決定]



我が国の経済・社会の持続発展を伴う、科学技術を基盤とした持続可能
で「明るく豊かな低炭素社会」の実現に貢献するため、

望ましい社会の姿を描き、その実現に至る道筋を示す社会シナリオ研究
を推進し、低炭素社会実現のための社会シナリオ・戦略の提案を行う。

「明るく豊かな低炭素社会」とは？
 地球温暖化の緩和に向けた取組によって二酸化炭素（CO2）を中心

とした温室効果ガス（GHG）排出量が削減し、
 安全・安心な生活が維持でき、エネルギーが安定的に確保され、
 経済が拡大して生活の豊かさが増し、若者に将来への展望が開け、

高齢者が生きがいを持って暮らすことができる活力ある社会

低炭素社会実現のための社会シナリオ研究
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2030年までの科学技術
に基づく、持続可能で
明るく豊かな社会が実現

2050年までに
実現しておくべきこと

■エネルギー効率向上
■再⽣可能エネルギー利⽤増⼤
■資源リサイクルシステムの構築

低炭素社会実現のための社会シナリオ研究

2020年までの科学技術
に基づく社会が実現

2050年

2030年

2030年
の社会

2020年
の社会

現在の
社会

2050年
の社会

明るく豊かな
低炭素社会

・エネルギー源・量・効率・コスト
・社会構造（⽇々のくらし重点）

技術進歩
定量化
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• 新しい方法論の検討・実証を行い、社会実装に向けて低炭素
社会システムを展開し、2030年の低炭素社会へ向かう道筋・
2050年の低炭素社会像の選択肢を提示する。

• 地域の発展を起点とした仕組みづくりに取り組む。

• 我が国の低炭素社会構築に役立つ国際戦略として、低炭素技
術の国際展開・取り組みのあり方を提案する。

持続可能で活力ある明るく豊かな
低炭素社会システム・デザインの研究
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定量的技術システム研究と定量的経済・社会システム研究を相
互にフィードバックを図りながら統合的に推進し、低炭素社会シ
ステムを構築します。

• 取り組むべき低炭素技術を
設定して、「定量的技術シス
テム研究」を実施、個別低炭
素技術・システムの開発目標
と研究課題を提示する。

• 短期的・中長期的な見通しに
より評価対象となる低炭素技
術を拡張し、最新の研究成果
を取り込む。

• 低炭素技術の電力等エネル
ギーシステムの一環として評
価、低炭素技術を組み込ん
だエネルギー全体のシステ
ムの検討を行う。

• 低炭素技術の導入・普及促
進の経済・社会制度を提示す
る「定量的経済・社会システ
ム研究」を実施する。

• 低炭素社会システムの社会
実装に向けた取り組みにあ
たっては、LCSがハブとなっ

て知見・データをステイクホル
ダーと共有しつつ、低炭素社
会システムの実証、事業化、
実社会への普及を図る。

定量的経済・社会システム
研究

定量的技術システム研究

低炭素社会実現のための社会シナリオ研究
平成２７年度からの進め方

定量的技術
システム

定量的経済・
社会システム

低炭素社会システム構築

【目的4】 多様な地域の発展を起点とした低炭素社会システムを検討する

2030年の
社会･･･

選択肢Ａ

明るく豊かな低炭素社会の選択肢

2050年の
社会

2050年の
社会

選択肢１

2050年の
社会

選択肢２

2050年の
社会

選択肢３その他の
選択肢

・・・ ・・・

【目的2】
低炭素技
術の進
展・研究
開発の方
向性を提
示する

【目的3】
低炭素社
会システ
ムを、社
会実装に
向けて展
開する

2030年の
社会

選択肢B

2030年の
社会

選択肢C

･･･

社会実装に向けた連携・協力の推進企業 研究機関

大学 自治体

国等各種専門家

社会実装

【目的1】 明るく豊かな低炭素社会の姿とそれに至る道筋を明らかにする

2050年の
社会

その他の
選択肢
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２．社会シナリオ研究の成果、
普及に向けた取組、活用状況（例）



構造化された
低炭素技術の知識

原理解明・新原理提案
材料設計・物性制御
微細構造設計

物質合成・製造プロセス

性能指標の評価
製品のシステム設計
製品・形状設計

定量的技術シナリオの構築と活用

定量的技術
シナリオの比較

科学・技術
ロードマップ

低炭素技術設計・評価
プラットフォーム

プロセス設計

設計・評価システム

技術水準・設計条件

コスト、環境負荷
等の指標

設備
運転条件

工場
建設

人員

原材料
・用役

製造
機器

基盤
データベース

社会・経済シナリオ
技術開発戦略

評価対象技術システムについて

定量的技術シナリオ
フィードバック
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2030年

<10-9 m

>100 m

10-9 m

スケール

10-3 m

10-6 m 

物質・材料シミュ
レーション技術

新物質材料創成
と元素制御

新原理・理論提案

製造・原材料プロ
セスの基礎技術

ナノ・メソスケール
構造化・機能化

2020年

モジュール変換効率

40% 以上

• 構造・物性
• 効率評価
• 欠陥・劣化評価

• ナノ粒子・薄膜形成
• 超格子、界面構造制御
• 量子ドット形成制御

• 新化合物の合成
• 光の広領域利用
• 欠陥・界面制御

• 量子ドット・ポテンシャル
層の材料選択

• 欠陥構造の評価

• 新化合物設計、新原理
証明のシミュレーション

• 新材料の設計
• 未知な原理の解明

• 光吸収・電荷分離過程、
発電原理

研究課題例

・有機薄膜
・量子ドット
・新材料

自己組織機構の利用
バイオ技術
有機材料合成技術
接合技術

新材料創生
・豊富資源の利用
・有機
・量子ドット

長寿命有機薄膜
（耐用年数20年）

高速成膜技術

ナノ粒子・量子ドット制御
中間バンド形成

欠陥・界面制御
有機・バイオ物質の創成

有機合成技術の開発

劣化メカニズムの解明

・高効率50μmシリコンウェハ
・化合物系の高効率化

切削技術
積層化技術
合成技術
結晶化制御
高速プロセス

• 積層化技術
• 省資源化

欠陥・界面制御
薄膜反射防止層

新原理の実現既存原理・理論を基本とした最適化

将来現状

結晶系Si 20%
化合物系 15%⇒18%

性能指標

研究課題の階層

・化合物系タンデム構造

欠陥の少ない化合物
の製法

高吸収率

結晶系Si 25%
化合物系 30%

現状 2020年 2030年 新PV
モジュール 80 50 40 20

周辺システム（BOS） 80 50 20 20

システム全体 160 100 60 40

（円/W）国内の太陽光発電システム原価の展望

太陽電池の科学・技術ロードマップ
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太陽光発電による
再生可能エネルギーの利用

二重窓による
断熱性の向上

エネルギー効率の良いエアコン
例）2010年製のエアコン
年間消費電力量850kWh

©JST/LCS
※家庭の構成人数や年齢、住んでいる地域や使用する家電製品など、家庭の状況によって変わる。

※「家屋の断熱」については、他の省エネ対策と相補的な関係にある。ここでは他の対策に割り振られていないものを「断熱の効果」としている。

｢日々の暮らしが豊かになる｣省エネでエネルギー需要は約1/4に

家庭の省エネポテンシャル

LED電球による省エネ

ハイブリッド車、
電気自動車等の利用

家庭用燃料電池、住宅の
ヒートポンプ給湯等による
エネルギー効率改善

断熱材の利用
エネルギー効率の良い冷蔵庫

例）2010年製の冷蔵庫
年間消費電力量220kWh

2 6 %
2 4 %1 8 %1 5 %1 5 %

2 %
家庭用燃料電池、

住宅のヒートポンプ給湯による省エネ

太陽電池
による発電

次世代自動車
による省エネ

家電の省エネ

0 20 40 60 80 100
家屋の断熱
による省エネ
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「電気代そのまま払い」の仕組み

需要側の革新を進めつつ、系統の安定化に貢献する
グリーンパワーモデレータ（GPM）が介在

一般家庭が省エネ改修や低炭素機器を導入するのに、一切の初期投資費用を支
払わず、返済は一般的な省エネによる節約分の金額が光熱費から追加徴収され
ることによって行う仕組み。

電気代そのまま払い
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 電気の使用状況をリアルタイムで確認できるWEBサイト
「i-cosmos」を家庭に提供。家全体・エアコン・テレビ・冷蔵
庫の電力消費量を、1分間隔で計測。

 ライフスタイルの変化を促す対策と低炭素技術導入のあり
方に関する、地方自治体との共同研究を実施。

 社会心理学・人間行動学・環境経済学・マーケティング論な
どの観点も含めて解析することにより、低炭素技術の導入・
普及の促進に向けた効果的な方策を検討。

家庭の電力消費量見える化実験

データ
サーバー

インター
ネット

協力家庭
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LCS事業の今後の展開
1. 我が国の経済・社会の持続的発展を伴う、科学技術を基盤とした「明るく豊

かな低炭素社会」の実現に貢献するため、2030・2050年の望ましい社会の姿
を描き、その実現に至る道筋の選択肢を定量的に示す。

2. 定量的技術システム研究にて、太陽電池や蓄電池、燃料電池、バイオマス、
風力発電、中小水力発電、地熱発電、CCS等の低炭素技術の研究開発目標
と研究開発課題を提示する。特に、不断に最新のデータを取り込んで「最新
の課題」を明確にすると共に、最新の経済性及び性能評価結果を公表する。

3. 定量的経済・社会システム研究にて、個別エネルギー技術、システムの導入
による社会の経済・環境改善の効果の見通しを評価するとともに、低炭素技
術の導入・普及促進のための経済・社会制度を分析評価し、低炭素社会シ
ステムの実証、事業化、実社会への普及につなげる。

4. 低炭素社会システムを構築するにあたり、定量的技術システム研究と定量
的経済・社会システム研究で得られた知見を統合し、個別技術を組み込み、
全体を統合した電力システム、エネルギーシステムの評価を進め、エネルギ
ーシステム全体を革新するための制度設計と技術革新への提言をまとめ、
関係機関、事業者、自治体などと連携して、イノベーションを喚起する先駆的
な社会実装を進める。
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個別技術開発成果を実用化するには
システム設計・評価が必要

社会とのつながり
（個別技術システムの

社会システムの中の位置づけ）

個別システム
設計・評価

（個別技術の位置づけ）

個別技術
開発・評価
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 シナリオ研究のブラッシュアップを進め、第1版で特
に焦点を当てていた「太陽電池」「燃料電池」「蓄電
池」について、最新の研究成果等を反映させ、よりシ
ナリオを精緻化するとともに、新たに「バイオマス」や
「中小水力発電」といった項目を追加し、検討対象技
術の多角化を図った。あわせて、第1版以降、新たに
国際的な気候変動枠組みにおける、我が国の国際
戦略に関する検討に取り組み、これらの研究成果に
ついてシナリオ(第2版)を取りまとめ、平成26年6月に
発行、同7月にHP上で公開
した。

平成25年度より、これまでの社会シナリオ研究から見え

てきた低炭素社会構築のための重要事項、新たな課題
や方策などを対象として「低炭素社会の実現に向けた技
術および経済・社会の定量的シナリオに基づくイノベー
ション政策立案のための提案書」を研究・調査テーマごと
に分冊形式で順次公表している。提案書は、その時点の
各研究・調査の成果に基づいた、低炭素社会実現に向け
た政策立案のための具体的な提案を示している。

２．政策立案のための提案書１．社会シナリオの作成

 LCSは、我が国の経済・社会の持続的発展を伴う、
科学技術を基盤とした「明るく豊かな低炭素社会」の
実現に貢献するため、2030年・2050年を視野に入れ
た、2020年～2030年の望
ましい社会像と、実現に至
る道筋を提示する観点から
社会シナリオ研究を進め、
平成24年7月にその成果を

「低炭素社会づくりのための
総合戦略とシナリオ」（第1版）
として公表した。

※ シナリオ（第2版）の各要素が
政策に活用されるよう、個別
データを盛り込んだ、より詳
細な「政策立案のための提
案書」を２．のとおり作成。

社会シナリオ・戦略の提案

15

平成27年度発行の提案書名

 太陽光発電システム（Vol.3）－タンデム型を含む高効率化合物系太陽電池－
 蓄電池システム（Vol.3）－リチウム空気電池のコスト評価と技術開発課題－
 固体酸化物形燃料電池システム（Vol.3）－将来の電源構成におけるSOFCの

役割と技術開発課題－
 固体高分子形燃料電池用非白金触媒の特徴と課題
 地熱発電（Vol.2）－高温岩体発電の発電コスト試算－

 木質ﾊﾞｲｵﾏｽ燃料のｺｽﾄ低減－林業素材生産ｺｽﾄの機械化推進による低減効
果－

 ﾊﾞｲｵﾏｽ廃棄物のﾒﾀﾝ発酵 (Vol.3)－反応解析によるﾌﾟﾛｾｽ合理化の検討－
 CCS(二酸化炭素回収貯留)の概要と展望－CO2分離回収技術の評価と課題－
 低炭素社会実現に向けたデータ活用型材料研究（Vol.2）

 民生家庭部門の省エネルギー促進からの低炭素社会実現(Vol.2)
 太陽光発電における出力抑制が与える事業影響評価
 省エネルギー型空調の実現に向けた脳活動計測による温熱感覚の評価
 持続可能な社会に向けた施策の有効性判断に資する指標評価の構築

 民生部門の省エネへ向けた「電気代そのまま払い」－実証実験の経過と日本・
世界の動向－

 エネルギー需要見通しから見る低炭素社会に向けた課題と展望
 再生可能エネルギー大量連系時における需給制御システムの提案

 燃料電池設置型一括受電集合住宅において電力融通を行う際の経済性の評
価

 九州地域における太陽光発電大量導入と過渡安定度を考慮した電力システム
の新しい経済的負荷配分制御の研究

 既存電源および電気自動車の活用を考慮した周波数調整市場の設計とその
経済性評価
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